
結婚式は，若いカ� yプルの門出であり ，人生最大の

慶事でもあります。 みかんが色つ、きはじめるころにな

ると，町内のあちこちから結婚の声が聞かれ，ほのぼ

のとしたムードに包まれます。

教育委員会では，ふるさとづくり運動を通じて，結

，-、

'm'gさ
と
づ
〈
り
推
進
協
議
会

結
婚
式
の
簡
素
化
に
ご
協
力
を

世帯数� 1.937 兇� 

婚式の簡素化を推進して きましたが，時代が進むにつ 人口 �  8.198 女� 

〆¥民のうご

4.063 
4.135

昭和54年10月l日現在

男女計�  

16 
6 2 8  

11 
20 

れて結婚式も次第と華美になってきたため，今回，簡

素な挙式でしかも厳粛かつ豪華なふんい気が出せるよ

う，金びょうぶと酒かん器の購入.座布団， カーテン

の新調，ふすまの張り替えなど設備を充実して，町民

のみなさんに気軽にご利用していただくことになりま

した。

生

亡

入

出

出

死

転

転

10 6 

9 11 

また，婦人会活動としても簡素化を呼びかけ，ご婦 '79 
人の着物の貸し付ーけをしておりますのでぜひご利用く

、。だfさL

人生の門出は豪華な催しではなしみんなの心から

の祝福が大切です。 どうかふるさとづくり運動の趣旨 };::;;;1=::crl 
をご理解いただき，更にこの運動が伸展しますようご

協力くださし、。� 
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に
つ
い
て 

一
般
消
費
税
と
町
財
政

V
地
域
農
政
の
確
立
に
つ
い
て
マ
み

V
徳

V
県
単
事
業
の
促
進 
(県
道
の
改
良
)

V
教
育
問
題 

(同
和
問
題

V
中
央
集
権
的
な
公
共
施
設
に
つ
い

V
煤
村
総
合
モ
デ
ル
卒

V
勝
浦
病
院
の
改
築
問
題
と
内
容
充

町
民
生
活
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
関
係 
)
に
つ
い
て

折
部
健
一
郎
議
員

み
か
ん
産
業
の
振
興
に
つ
い
て 

V

こ
の
議
会
で

決
っ
た
主
な
も
の

-
五
十
四
年
度
一
般
補
正
は
八
千

万
円
を
追
加

昭
和
五
十
四
年
度

一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
八
千
十
六
万
円
を
追

加
し
、
総
額
は
十
八
億
八
千
六
百

四
十
二
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

-
ね
た
き
り
老
人
等
の
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
を
改
正

こ
の
条
例
の
改
正
よ
り
、
義
務

教
脊
終
了
前
の
児
童
を
扶
，
謎
し
て

い
る
母
子
家
庭
の
母
に
対
し
て
入

院
費
に
限
り
、
医
療
費
が
助
成
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

-
勝
浦
町
滅
償
基
金
条
例
を
制
定

・
国
民
健
康
保
険
条
例
を
改
正

国
保
の
被
保
険
者
が
出
産
し
た

と
き
に
、
世
幣
主
に
対
し
て
支
払

わ
れ
る
額
が
六
万
円
か
ら
八
万
円

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。(
十
二
月

一

日
か
ら 
)

-
町
道
路
線
の
認
定

新
た
に
認
定
さ
れ
た
路
線
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

今
川
高
閲
線 

V

V

線 

市
の
江
旧
道
線

V
立
石
線 

坂
本
峠
谷
支
線 

横
瀬

V

V

樫
洲
来
線

美
芳
議
員 

V

山
本

社
会
教
育
に

つ
い
て
(
集
会
所 
)

坂
V

本
川
河
川
改
修
事
業
の
今
後 

農
道
・

V

て
マ
病
院
の
位
置
に
つ
い
て
マ
股
業

林
道

・
造
林

・
間
伐
作
業
道
の
維
持

技
術
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況
マ
ナ
イ

管
理
に
つ
い
て 

交
通
安
全
対
策
に

V

タ
ー
設
備
と
グ
ラ
ン
ド
の
利
用
状
況

つ
い
て 

町
有
地
払
い
下
げ
に

つ
い

V

マ
各
小
中
学
校
体
育
館
の
夜
間
町
民

て 

病
院
問
題
に
つ
い
て

V

の
利
用
状
況 

細� 
JlI 

-R
議
員 

業
(
仮
称
総
合
体
育
館
)
の
位
訟
に
つ

い
て

か
ん
振
興
対
策
及
び
畜
産
対
策 

押
粟

義
雄
議
員 

島
上
那
賀
線
、
坂
本
改
良
工
事
促
進

に
つ
い
て

実
運
営
管
理
の
諸
問
題
に
つ
い
て 
V

炭
業
振
興
対
策
と
段
業
後
継
者
の
育

成
指
導
に
つ
い
て 

花
嫁

・
花
婿
対

V

策
に
つ
い
て 
V
同
和
対
策
事
業
の
推

進
と
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て 

町
V

長
の
今
後
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

憲
治
議
員 

チ
ヅ
綴
員

町
政
に
対
す
る
一
般
質
問

こ
の
談
会
で
十
二
議
員
が
町
政
に

対
す
る

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

す
。 お

も
な
項
目
は
、
次
の
と
お
り
で

河
野

ゼ
ロ
歳
か
ら
三
歳
未
満
の
保
育
に

Vつ
い
て 

老
人
医
療
の
無
料
化
年
齢

V

を
引
き
下
げ
る
事
に
つ
い
て

山
村
多
喜
夫
議
員 

幸
夫
議
員 

V
県
道
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て 

井
出

町
立
病
院
改
築
に
伴
な
う
長
期
展

V

V

犬
返

V

り
の
偲
削
に
つ
い
て 

改
良
等
の
用

V

地
係
に
つ
い
て 
V
沼
江
谷
川
改
修
に

み
か
ん
と
福
祉
の
町
を 
V
み
か
ん

危
機
打
開
の
道

マ
み
か
ん
危
機
そ
の

原
因
、
現
状
に
対
す
る
認
識
に
つ
い

て
マ
ど
う
聞
く
の
か

・
勝
浦
町
の
当

面
す
る
諜
題
と
対
策

・
時
山
本
的
解
決

の
た
め
の
方
向 
V
町
立
病
院
改
築
と

堤
防
の
完
全
抜
水
に
つ
い

一
男
綴
員 

つ
い
て

て
福
中

V

望 

(生
比
奈
小
学
校
等
)
に
つ
い
て 

V
歳
入 
(地
方
交
付
税
・
税
外
収
入
)

に
つ
い
て 

救
急
車
の
設
置
に
つ
い

V

て 

学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
桜
占
…

V
に
つ
い
て 

談
会
広
報
(
だ
よ
り 
)
に

V

つ
い
て

況正�  V
平に木学
岡つダ校

いム教
て関育

武
議
員

速の
琴平あ
業り
の方
そに
グ〉て〉

後い
のて
状� V

町
議
会
九
月
定
例
会
は
、
九
月

十
四
日
開
会
し
、
昭
和
五
十
四
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
十
三

件
を
原
案
ど
お
り
可
決
。
昭
和
五

十
三
年
度
各
会
計
歳
入
・

歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
総
務
常

任
委
員
会
に
付
託
し、

九
月
二
十

一
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

V

医
療
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
、
ま
た

山
肱
業
の
娠
興
施
策
に
つ
い
て

特
別
養
議
老
人
ホ
|
ム
の
意
義
と
実

V
町

道
の
改
良
工
事
推
進 
(
見
通
し 
)に
つ

V

施
計
画
の
策
定 

乳
児
保
育
所
の
新

設
や
段
臨
時
期
の
季
節
託
児
所
に
つ
い

V
て 

納
得
で
き
る
ゴ
ミ
処
理
の
地
策 

い
て 
V
モ
デ
ル
事
業
促
進
と
集
孫
排

水
事
業
の
完
成
見
通
し
に
つ
い
て 
V

バ
イ
パ
ス
道
路
早
期
完
成
に
つ
い
て 

\~ 

一般
補正 8千万円を追加

総額� 18億8，642万円

岡
本

与
川
内
小
栗
須

V
坂
本
国
首
・

議ム


V
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V
岡

一¥

，ー¥

〈
中

山

〉

大

山

巌

三

九
前
回

〈
横

瀬

〉

武
田
フ
ジ
エ

さん

重
夫
被
員
�
 

V
災
害
対
策
に
つ
い
て
マ
現
在
忽
を

V V 要
す
る
場
所
と
危
険
箇
所
に
つ
い
て

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

西
浜

勝
己
議
員

勝
浦
町
産
業
振
興
に
つ
い
て
マ
み

か
ん
マ
決
選
・
林
道

・
町
道
V
モ
デ

ル
事
業
と
環
境
整
備
に
つ
い
て
(
特

に
下
排
水
)
 
勝
浦
町
立
病
院
の
改

V

議
会
常
任
委
員
会
が

行
政
視
察

。

総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
十
月

↓
三
日
総
選
挙
後
、
早
速
県
選
出
衆

議
院
議
員
に
対
し
、
当
選
祝
と
併
せ

て
陳
情
を
な
し
、
積
極
的
な
確
約
を

得
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
日
に
は
神
奈

川
県
小
田
原
市
国
府
津
の
大
規
模
み

か
ん
悶
を
、
更
に
愛
知
県

一
宮
町
の

行
財
政
を
中
心
と
し
た
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

。
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
勝
浦
病

院
改
築
に
伴
い
、
十
月
十
七
日
佐
賀

県
多
久
市
市
民
病
院
の
視
察
を
行
い
、

今
後
の
病
院
改
築
の
う
え
に
大
き
な

成
果
を
得
ま
し
た
。

。
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、

十
月
二
十
三
日
静
岡
県
三
ケ
日
町
の

み
か
ん
産
業
を
、
ま
た
翌
日
は
三
重

県
玉
城
町
の
農
村
総
合
盤
倣
モ
デ
ル

事
業
を
視
察
す
る
な
ど
今
後
の
勝
浦

町
発
展
の
た
め
に
い
づ
れ
も
多
大
の

成
果
を
収
め
ま
し
た
。
�
 

53毎鹿

国
民
健
康
保
険

健
康
優
良
家
庭
に
記
念
品
を
贈
呈

〈
与
川
内
�
 

〈
星
谷
〉

平
岡
サ
カ
エ
さ
ん

岡

憲
司
さ
ん

〈
坂
本
〉

〈
生

名

〉

前
川
和
夫
さ
ん

〈
久
国
〉

工

藤

寅

さ

�

 

久
保

茂
孝
さ
ん

〈
棚

野

〉

A

原
因
喜
八
郎
事
ん

V

最
近
の
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、

医
療
貨
な
ど
の
増
加
で
財
政
運
営
が

極
め
て
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

の
一
環
と
し
て
、
過
去
一
年
間
、
国

民
健
康
保
険
の
加
入
世
幣
で
あ
っ
て
、

保
険
税
を
完
納
し
て
お
り
、
し
か
も

常
に
健
康
に
留
意
さ
れ
、
縦
一
診
療
家

庭
で
あ
っ
た
次
の

二
十
五
名
の
か
た

が
た
に
記
念
品
を
贈
単
一
し
ま
し
た
。
�
 

⑮
健
康
優
良
家
庭

〈
山
西
掛
〉

問
マ
サ
ノ
昔
、
ム

岸

幸
一
さ
ん

坂
口
サ
ワ
ノ
さ
ん

〈
今

山

〉

折

字

利

一

さ
ん

〈
黒

岩
〉

宮

浦

忠

さ

ん

〈
中

角

〉

上

平

等

さ

ん

平
間

山
晶
子
さ
ん

福
本
ヨ
リ
エ

さん

前
回

政
則
さ
ん

叔
急
車
の
利
用
は

交
通
事
故
な
ど
に
よ
り
、
患
者
輸

送
に
救
急
車
が
必
要
な
と
き
は
、
次

の
と

こ
ろ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
料
金
に
つ
い
て
は
利
用
者

負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
松
島
市
・
ひ
の
み
ね
タ
ク
シ
ー

8
 0
八
八
五
三
二
三
七
七
三

石

花

健

殺

さ
ん

上
西

津
田
タ
ケ
ノ
さ
ん

星

越

大

石

初

夫

さ
ん

山
川警

V

築
に
つ
い
て
�
 河
川
箆
備
と
そ
の
有

効
利
用
に
つ
い
て
�
 町
長
の
政
治
姿

勢
に
つ
い
て

V設

A
V
A
O
V
A
O
V
A
V
A
O
I
V
A
V
A
y
o
I
V
A
O
I
V
A
V
A
V
AV
A
n
v
 

郷
土
づ
く
り
に
役
だ
っ

国
民
年
金
の
積
立
金

沼

迂

保

育

所

横
瀬
小
学
校
運
動
場

夜
間
照
明
施
設

勝
浦
病
院
建
設

特
別
委
員
会
設
置

第
五
回
臨
時
会
で
、
勝
浦
病
院
建

設
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
次
の

と
お
り
委
員
の
選
任
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
�
 

委
員
長

(
O

O
副
委
員
長
)
 

O
勝
浦
病
院
建
設
特
別
委
員
会

。

岡

重

夫

宮

本

政

明

井
出

幸
夫

折 -

部
健

一
郎

福
中

一
男

西

浜

勝

己

平

阿

武

小

関

武

夫

仙
普
夫
さ
ん

平
山

げ
寸
き
�
 ι

�
 

定
一

さじ

一
美
さ
ん

信
子
さ
ん A
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坂本小学校完成つつ、いて体育館も着工 -施設紹介・

'
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
、
わ
た
し
た
ち
住
民
の
連
帯
意
識
の
向
上
や
心
身
一

…
の
健
全
な
号
涯
を
図
る
た
め
に
は
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。 

…

今

月

号

は

、
坂
本
小
学
校
・
幼
稚
園
改
築
工
事
に
引
き
続
い
て
着
工

し

'

一

た

、
坂
本
小
学
校
体
育
館
改
築
工
事
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

…一

坂
本
小
学
校

体
育
館
改
築
工
事

今
ま
で
、
坂
本
小
学
校
に
は
体
育

館
が
る
く
、
児
童
た
ち
は
、
体
育
の

授
業
の
日
が
雨
の
場
合
は
、
二
階
の

講
堂
で
間
に
合
わ
せ
の
授
業
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
木
造
の
老

朽
化
し
た
校
舎
で
、
し
か
も
二
階
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
限
ら

れ
た
巡
動
の
内
容
で
あ
り
、
不
便
を

坂
小
体
賓
館
完
成
予
想
図

¥、〆

く
傾
向
に
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭和� 54年� 11月� l日 カミ

こ
う
し
た
中
で
、

町
て
は
地
域
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
を
行

い
、
北
固
な
が
ら
の

人
情
や
集
落
意
識

を
形
成
す
る、

レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

の
場
づ
く
り
も
、

積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
の
で
す
。

〈こ
の
事
業
の


内
容
は
〉


こ
の
体
育
館
は
、

鉄
筋
一
部
鉄
骨
造

り
で
総
面
積
は
、

三
百
八
十
六
平
方

い川。

競
技
室
は
、
女
子
パ
レ 
|
コ
ー

ト
が
一
つ
取
れ
る
だ
け
の
大
き
さ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
改
築
事

業
費
の
総
額
は
、
四
千
八
十
万
円
で

完成した坂本小学絞の全寮

来
た
し
て
い
た
の
が
実
情
て
す
。

そ
の
た
め
、
地
元
区
民
の
か
た
か
ら

は、

小
学
校
の
改
築
と
併
わ
せ
て
、

体
育
館
の
建
設
が
早
く
か
ら
望
ま
れ

て
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
こ
こ
で
ご
紹
介
す

る
体
育
館
の
建
設
は
、
六
月
号
の
広

報
で
お
知
ら
せ
し
た
、
坂
本
小
学
校
・

幼
稚
園
改
築
工
事
が
八
月
末
に
完
成

し
た
た
め
、
児
童
一
は
す
て
ピ
二
学
期

か
ら
こ
の
新
し
い
校
舎
で
勉
強
中
で
、

こ
れ
に
引
き
続
い
て
体
育
館
改
築
工

事
を
九
月
十
四
日
に
着
工
し
た
も
の

で
、
来
年
の
三
月
二
十
日
に
は
、
い

よ
い
よ
完
成
の
予
定
で
す
。

こ
の
体
育
館
が
完
成
す
れ
ば
、
児

童
の
体
力
増
進
は
も
と
よ
り
、
の
び

の
び
と
各
種
の
競
技
に
頑
張
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
区
民

の
か
た
が
た
の
健
康
と
レ
ク
リ
ェ
ー

ン
ヨ
ン
の
場
と
し
て
、
大
い
に
利
用

し
て
も
ら
え
る
施
設
が
完
成
す
る
わ

け
で
す
。

最
近
、
近
隣
同
志
の
親
近
感
や
社

会
へ
の
連
体
感
は
、
精
神
的
な
つ
な

が
り
か
ら
、
経
済
性
を
重
視
し
た
つ

な
が
り
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
り、

経

済
性
・
合
理
性
か
ら
は
ず
れ
た
組
織

活
動
は
、
し
だ
い
に
姿
を
消
し
て
い

う
ち

一
千
三
百
一
万
二
千
円
は
固
か

ら
の
補
助
と
、
殺
り
の
二
千
三
百
二

十
方
向
は
地
方
償
、
そ
し
て
四
百
五

十
八
万
八
千
円
の

一
般
財
源
と
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
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叩
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橋
本
修
始
さ
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(
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さ
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は
回 
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新
記
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「
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。
走
り
幅
飛
び
(
女
子
)

ω代
増

井

洋

子

さ

ん 

(
3
灯

位 
)

@
斜
め
懸
垂
(
女
子
)

叩
代
中
山
み
は
さ
ん 
(
印
回 
)

初
代
中
山
武
子
さ
ん
(
叩
凶
)

「司、
十
二
月
互
選
の
作
品
を
、
次
に
よ

り
募
集
し
ま
す
。

み
か
ん
の
収
穫
な
ど
で
お
忙
が
し

い
と
思
い
ま
す
が
、
ふ
る
っ
て
ご
応

必
く
だ
さ
い

。

自

由

題

三

首

締
切
り
十
二
月
二
十
日
(
厳
守
)

提

出

先

町

教

育
委
員
会

九
月
例
会
の
作
昂

⑮
気
分
良
き
時
は
ベ
ン
ト
に
坐
す
母

ヰ

構
の
妥
結
い
て
あ
げ

一
臼
す
ぎ
ゆ
く

内
喜
美
代

一
⑩
わ
が
思
い
と
き
に
は
死
後
に
お
よ

一

び
き
て
ひ
た
す
ら
小
さ
き
孫
と
税

中

し

む

佐

木

武

男

一
⑨
刻
明
に
吾
の
生
き
ざ
ま
書
き
記
る

戸
す
こ
の
日
記
帳
と
い
つ
か
焼
か
れ

且

ん

中
田
ヤ
ス
ヱ

ヰ

⑨
露
首
十
の
抜
き
寄
せ
て
な
ほ
州
隅
に

一
雫
こ
ほ
し
つ
紫
の
花
咲
く

一

広

安

美

紋

子

中
⑥
児
童
柑
干
の
声
の
附
か
れ
ぬ
校
庭
に

ヰ

今

ま

っ

さ

か

り
サ
ル
ビ
ヤ
は
待

つ

中

広

井

点

代

一 
⑮ 

凡
は
る
か
す
寸
勝
の
平
野
み
と
り

中

し
て
河
長
々
と
先
エ
に
溶
け
入
る

中

福

良

伴

次

溜

め

る

野

上

す

み

れ

U
。
新
裁
の
匂
ひ
に
了
豚
こ
ろ
げ
合
ふ

山

丸

千

絵

⑥
夕
立
ち
が
上
り
し
後
の
星
冴
え
て

剣
山
お
ろ
し
に
秋
の
気
配
す
る

竹
田
あ
ゆ
み

⑨
打
容
す
る
波
に
め
ざ
め
し
旅
夜
半

泣
く
ま
た
た
く
灯
は
何
思
う

坪
内
奈
津
子

墨
絵
教
室

受
講
生
を
募
集

盛
絵
教
室
は
、
毎
日
十
五
日
と
二

十
五
日
(
日
曜

・
祝
祭
日
の
場
合
は

翌
日
)
に
、
相
原
享
先
生
を
講
師
に

お
招
き
し
‘
楽
し
い
ふ
ん
い
気
の
中

で
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

受
秘
時
間
は
、
午
後
七
時
か
ら
九

時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
入

会
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
学
習
日

に
筆
と
附
設
を
も

っ
て
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い

。

新
記
録
が
続
出


町
肉
体
力
テ
ス
ト

九
月
二
十
二

日
に
勝
浦
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
、

町
民
体
力

テ
ス
ト
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

@
百
メ
ー
ト
ル
走
(
男
子
)

叩

代

岡

俊

弘

き

ん 

(
日
秒
間
)

初
代
山
西
正
芳
さ
ん 
(
ロ
秒
間 
)

新
記
録

却
代
中
山
裕
博
さ
ん 
(
日
秒 
O
)

判

代

宮

本

勲

さ

ん 

(
凶
秒 
2
)

新
記
録

。
千
五
百
メ
ー
ト
ル
走
(
男
子
)

叩
代
高
田
宏
幸
さ
ん
(
4
分
泌
秒 
)

新
記
録

却
代
抑
薬
義
術
さ
ん
(
4
分
幻
紗 
)

新
記
録

初

代

沢

口

惣

さ

ん 

(
6
分
侃
秒 
)

刊
代
出
禁
喜
昭
さ
ん
(
6
分
問
秒
)

ー町コ 
L
4水

合
掌 

一ロ
	  

Ar手
広

A14
 
g-

。
懸
垂
(
男
子
)

加

代

平

岡

久

官
一

初

代

沢

口

惣

さ

ん

(

比

四 
)

刊
代
高
木
宏
幸
さ
ん 

(
9
回 
)

@
百
メ
ー
ト
ル
走
(
女
子
)

ω代
増

井

洋

子

さ

ん 
(
ぱ山秒

。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
(
女
子
)

叩
代
増
井
洋
子
さ
ん 
(
却

無理をゼす自分

のl本に合わぜて

マイヘースて町
内
の
風
流
人
が

俳

句

の

即

吟

会

十
月
二
十
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室
で
聞
か
れ
た
俳
句
即
吟
会
は
、

盛
会
に
終
り
、
多
数
の
逸
品
が
続
出

し
ま
し
た
。

即
吟
会
の
作
品
か

ら

。
ほ
ろ
酔
い
に
犬
が
従
き
く
る
十
三

夜

谷

間

半

山

。
母
と
子
に
述
、
っ
幸
せ
十
三
夜

丸

山

香

月

。
こ
の
道
を
今
日
は
一
人
で
十
三
佼

平
附
す
さ
来

O O 。
語
り
合
う
言
葉
探
し
て
秋
の
灯
に

， 

総
勢
削
拙

山
荘
の
門
閉
ざ
さ
れ
て
烏
瓜

水

口

湖

舟

烏
瓜
ま
、
事
単
一
び
の
騰
の
先

H
4

て
答
う
る
こ
と
も
ぷ
し

つ
障
子

帰

る

大

岡

初

立

目

o
mt

駒

津

光

洋 

。
離
れ
住
む
干

の
家
に
来
て
障
子
は

る

斉

藤

重

子

。
は

り
か

へ
し
隙
了
ま
ぶ
し
き
日
を

6
V

@
砲
丸
投
げ
(
男
子
)

叩

代

平

井

等

さ

ん 

(
6
幻
犯
行 
)

別
代

山
西
正
芳
さ
ん
(
9
い川刊
日，)

初
代
中
山
俗
博
さ
ん

(
7
μ
η
勺
)

刊

代

宮

本

勲

さ

ん 

(

川
部門
〆)

新
記
録

⑥
走
り
幅
飛
び
(
男
子
)

山

代

岡

俊

弘

さ

ん 

(
4
い
川
町
勺
)

山
首
正
芳
さ
ん 

新
記
録

(
5
U
M
HJ)

吾
川
コ
じ
最

事

-2
3

中
山
裕
博
さ
ん
(
3
い川口 

HJ)

M 

宮

本

勲

さ

ん 
(
4
い
m

H 

司 、
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図� 1

「
同
和
対
策
審
議

会
答
申
、
同
和
対
策

事
業
特
別
措
置
法
に

つ
い
て
、
ご
存
じ
で

す
か
」
|
|
今
に
な

っ
て
こ
ん
な
こ
と
を

お
聞
き
す
る
と
「
今

ご
ろ
何
を
言
っ
と
る

か
」
と
お
し
か
り
を

受
け
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
勝
浦
町
の

意
識
調
査
で
は
残
念

一な
が
ら
図
ー
の
よ
う

な
結
果
が
出
て
い
ま

す。
こ
の
結
果
を
み
ま

す
と
、
内
容
を
知
ら

な
い
と
い
、
っ
か
た
が

五
八
・
六
れ
も
占
め

て
い
ま
す
。
そ
こ
て

今
回
か
ら
二
回
に
渡
り
、
同
和
対
策

審
議
会
答
申
と
同
和
対
策
事
業
特
別

措
置
法
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
く
読
ん
で
考
え
、

正
し
く
認
識
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

も
う
一
度
考
え
て
み
よ
う
同
和
対
策
審
議
会
答
申

ひ
と
り
の
基
本
的
人
権
を
た
い
せ
つ

に
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
民
主
主

義
の
固
に
お
い
て
許
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
部
洛
差
別
が
あ
る

か
ぎ
り
、
日
本
に
「
民
主
主
義
し
が

存
在
す
る
と
は
い
、
え
な
い
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
こ
と
を
し
っ
か

り
つ
か
み
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
生
活

の
場
に
お
い
て
「
人
権
侵
害
」
の
事

実
が
な
い
か
を
き
び
し
く
点
検
す
る

と
と
も
に
、
日
常
生
活
の
中
で
部
落

差
別
を
な
く
す
る
た
め
に
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
実
践
を
積
み
重
ね
て
ゆ
く

こ
と
が
な
に
よ
り
も
た
い
せ
つ
な
こ

と
な
の
で
す
。
こ
の
な
か
に
こ
そ
、

秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動

。

実
施
期
間

昭
和
五
十
四
年
十
一
月
二
十
六
日

か
ら
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
二
日

ま
で

。

統
一
標
語

ご
)
れ
く
ら
い
と
思
う
油
断
を
火

が
狙
う 
/
」

。

重

点
目
標

川
幼
児
・
老
人

・
身
体
不
自
由

者
等
の
焼
死
防
止
対
策
の
徹
底

ω
防
火
管
理
体
制
の
確
立

問

地
域
く
る
み
の
自
主
防
火
防

災
体
制
つ
く
り
の
推
進

力火� i
をが� i
あ出� i
わた� 1
せら� f
て隣� !
近 !

勝
浦
会
館
十
一
月
行
事

所!
ガ!

さ
え
る
経
済
的
基
盤
の
確
立
こ
そ
が
、

部
落
解
放
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
こ

と
も
は
握
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
和
対
策
審
議
会
答
申
は
、
こ
の

ほ
か
部
落
の
歴
史
的
形
成
の
過
程
、

部
落
の
現
状
、
解
放
へ
の
展
望
な
と

に
つ
い
て
の
べ
て
お
り
、
「
同
和
対
策

の
具
体
策
」
と
し
て
次
の
こ
と
が
ら

を
提
起
し
て
い
ま
す
。

VH
H

環
境
改
善
に
関
す
る
対
策 

社

会
福
祉
に
関
す
る
対
策 

産
業
・
職

業
に
関
す
る
対
策 

教
育
問
題
に
関

す
る
対
策 

人
権
問
題
に
関
す
る
対

策。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
部
落
問
題
解

決
の
た
め
の
諸
施
策
の
推
進
に
あ
た

っ
て
は

「
特
別
措
置
法
を
制
定
す
る

こ
と
」

を
そ
の
結
語
で
明
記
し
て
い

ま
す
。

7
日
(
水 

手
芸
教
室

8
日
(木

勝
浦
同
和
問
題
研
究

会
定
例
会

問
日
(
土
)

着

付

教

室

閤
碁

・
将
棋
教
室


日
日
(
木
)

溜

字

教

室


印
日 
(火
)

生

花

教

室


(玉
の
木
、
五
十
回
公
会
堂 
)


引
日 
(水
)

手

芸

教

室


(玉
の
木
、
五
十
回
公
会
堂 
)


白
日 
(
土
)

囲

碁

・
将
棋
教
室


初
日 
(金
)

習

字

教

室


各
教
室
と
も
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
鱗
習
し
ま
す
。
時
間
に
お
く
れ
な

い
よ
う
、
お
気
軽
に
こ
参
加
く
だ
さ

V

V

V

V

す
べ
て
の
国
民
の
幸
せ
を
切
り
開
ら

き
、
民
主
主
義
社
会
の
た
め
の
基
本

と
し
て
の
「
部
落
問
題
の
解
決
」
が

同
和
対
策
審
議
会
答
申

同
和
対
策
審
議
会
答
申
の
前
文
で

は
「
い
う
ま
で
も
な
く
同
和
問
題
は
、

人
類
普
遍
(
ふ
へ
ん
)
の
原
理
で
あ
る

人
聞
の
自
由
と
平
等
に
関
す
る
問
題

で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
保

障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る

課
題
で
あ
る
」
と
替
か
れ
て
い
ま
す
。

部
落
の
人
び
と
は
、
職
業
選
択
の

自
由
、
居
住
移
転
の
自
由
、
結
婚
の

自
由
、
教
育
を
受
け
る
権
利
な
ど
の

基
本
的
人
権
が
著
し
く
侵
害
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
国
民
に

保
障
さ
れ
る
「
市
民
的
権
利
と
自
由
」

が
、
部
落
の
人
び
と
か
ら
奪
わ
れ
て

き
た
こ
と
が
部
落
差
別
な
の
で
す
。

こ
の
権
利
と
自
由
が
侵
害
さ
れ
て

い
る
部
落
の
人
び
と
が
、
差
別
か
ら

解
放
さ
れ
る
た
め
に
最
も
た
い
せ
つ

な
こ
と
は
就
職
の
機
会
均
等
が
完
全

に
保
障
き
れ
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な

ら
、
過
去
か
ら
現
在
に
か
け
て
部
落

の
人
ぴ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
主

要
な
産
業
か
ら
疎
外
(
そ
が
い 
)き
れ
、

収
入
の
不
安
定
な
将
来
性
の
な
い
仕

事
に
し
か
っ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
い
や
お
う
な

く
貧
乏
な
生
活
を
し
い
ら
れ
、
社
会

的

・
文
化
的
に
低
位
な
状
態
に
お
か

れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
部
落
差
別
は
、

¥ー

¥一

人

あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
同
和
対
策
審
議

会
答
申
が
、
部
落
問
題
の
早
急
な
解

決
が

「
国
の
責
務」

で
あ
り

「
全
国

民
の
課
題
」

で
あ
る
、
と
替

い
て
い

る
意
味
が
あ
る
の
で
す
。

ま
た
、
部
落
差
別
を
と
ら
え
る
と

き
、
た
ん
に
言
葉
や
文
字
、
態
度
な

ど
、
人
び
と
の
観
念
や
意
識
だ
け
の

問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
部
落
の
人

び
と
の
現
在
の
生
活
実
態
そ
の
も
の

に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
部
落
に
お
け
る
被
差
別
の

笑
態
は
、
そ
の
実
態
を
も
た
ら
し
て

い
る
仕
事
の
不
安
定
さ
や
収
入
の
不

十
分
さ
な
ど
が
原
因
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
部
落
の
人
び
と
の
生
活
を
さ

2
日
(
金 

さ
っ
き
講
羽
同
会

5
日
へ月

生
花
教
室

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
部落差別をふれ合う心でなくしよう
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福祉年金証書を受付�  

山 田敏信

(久国 )

な
い
か
ら
で
し
ょ
う
。
で
も
ぼ
く
は

な
ぜ
か
農
業
を
や
っ
て
い
ま
す
。

百
姓
に
な
っ
た
動
機
は
、
他
の
仕

事
に
就
い
て
も
出
世
は
す
る
と
思
い

ま
す
が
、
社
長
に
な
る
の
は
ち
ょ
っ

と
難
し
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
も
、

家
で
仕
事
を
し
て
い
れ
ば
、
い
つ
か

近
ご
ろ
で
は
、
百
姓
を
し
て
い
る
は
社
長
に
な
れ
る
と
硲
倍
し
た
か
ら

活
者
は
珍
し
い
そ
う
で
す
。
自

分

の

で

す

。
そ
れ
に
、
学
生
時
分
に
農
家

同
級
生
で
も
、
百
姓
を
し
て
い
る
の
へ
実
習
に
行

っ
て
、
金
が
あ
ふ
れ
出

は
た
っ
た
一
人
で
す
。

て
い
る
の
を
ま
の
あ
た
り
に
見
て
、

や
は
り
、
労
働
時
間
は
長
い
し
、
こ
れ
は
、
自
分
も
や
ら
な
け
れ
ば
煩

不
規
則
だ
し
、
収
入
も
悪
い
し
、
一
だ
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。

番
い
け
な
い

の
が

、

女

の

子

に

も

て

実

際

に

は

、

そ

ん

な

に
金
は
あ
ふ
�
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= tt月t2.t3日=

昭和54年度の福祉年金額が決まりました。

先におあずかりしてありました年金証書をお波

しいたしますので，印鑑と保管証を持参のうえ下

記の郵便局でお受けとりください。

ニトく1 11月1ZB 
午再D9時~午後4時

11月13日
午前9筒~正午きで

生比奈郵便局
山西 部谷

勝浦郵便局
与川内 槻野(立J1 地区� 1) 

妓 本郵便 局 仮本 旭 区

整)簡易郵便 該 当 者 該 当 者

れ
出
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
日

毎
日
札
束
を
両
手

一
杯
か
か
え
る
夢

を
見
な
が
ら
牛
の
世
話
を
し
て
い
ま

す
。最

後
に
、

ぼ
く
は
ま
だ
ヤ

ン
グ

マ

ン
な
の
で
心
配
し
て
お
り
ま
せ
ん
が、

後
継
者
ク
ラ
ブ
に
は
、
固
め
色
を
変

え
て
嫁
さ
ん
を
き
が
し
て
い
る
の
が

ゴ
ロ
ゴ
ロ
い
る
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

みかん改植に
F

町費上乗せ

老
木
闘
の
改
植

や
優
良
系
統

へ
の

高
接
更
新
な
と
に

つ
い
て
は
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
こ
と
と

恩
い
ま
す
が
、
町

に
お
い
て
は
、
本

年
度
の
事
業
か
ら

「伐
採
を
行
い
、

新
ら
し
く
み
か
ん

危
険
物
取
扱
者
試
験

-
試
験
期
日

・
試
験
時
間
�
 

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
九
日

O O
甲
種
及
び
乙
種
危
険
物
取
扱
者

試
験

午
前
十
時
か
ら

丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

午
後

一
時
か
ら

類
を
植
え
る
園
地
」

-
試
験
場
所

に
限
り
、

事
業
費
の

一
�
 
を
上
乗

栗城久美子�  

(中山 )

o
r

徳
島
市
応
神
町
古
川

私
は
、
現
在
会
社
に
勤
め
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
が
瞥
け

る
の
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
今
の
農

業
は
、
少
し
間
違
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
の
か
な
あ
、
な
ん
て
思
う
の
で

す
。も

ち
ろ
ん
、
い
い
口
聞
を
よ
り
た
く

さ
ん
と
い
う
の
が
、
第

一
の
目
的
な

の
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
た
め
に
、
体

に
悪
い
と
わ
か

っ
て
い
る
、
消
毒
を

た
く
さ
ん
か
け
る
。
化
学
肥
料
も
ど

ん
ど
ん
使
う
。
そ
し
て
、
自
然
も
人

間
も
薬
づ
け
に
な

っ
て
い
く
。
ず

っ

と
先
の
未
来
を
考
え
た
時
、
こ
の
ま

ま
の
も
う
け
主
義
で
よ
い
の
だ
ろ
う

か
と
考
、
え
て
し
ま
い
ま
す
。
本
当
に

こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
、

消
費
者
自
身
も
目
覚
め
な
け
れ
ば
い
�
 

せ
し
て
、
助
成
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
ど
う
か
こ
の
機
会
を
見
逃
す

こ
と
な
く
、
改
植
事
業
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ

い。

な
お
、
本
年
度
は
、
高
接
更
新
や

他
作
物

へ
の
転
換
に

つ
い
て
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
間
違
い

の

な
い
よ
う
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
改
組
事
業
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
産
業
課
か
幾
協
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い

。

け
な
い
時
代
が
、
き
つ
つ
あ
る
の
で

は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

山
肱
業
っ
て
、
ほ
ん
と
に
き
た
な
い
、

し
ん
ど
い
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
楽
し
く
っ
て
夢
の
い

っ
ぱ
い
あ

る
仕
事
だ
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

い
つ

の
日
か
、
私
自
身
が
納
得
で

き
る
よ
う
な
、
農
業
が
で
き
れ
ば
い

い
な
あ
と
思

っ
て
い
る
の
で
す
。
�
 

四
国
女
子
大
学

※
受
験
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

込の

十

一
月
八
日
ま
で
に
町
役
場
消
防

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

昭
和
五
十
五
年
度
版

農
業
日
誌
を
グ

みつご
締価くえ希
切だ、望

り 格 き 役 の
い場か
。産た

業は
課代
ま 金
で を
おご

申持
し参

千
百
問

十

一
月
二
十
日

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ニューグリーンクラブ
わたしの提言
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V V

I

施
用
時
期
は
上
旬
と
し
ま
す
。 

施
用
量
は
、
十
岬 

農

V V V 作

M

昭和� 54年11月1日 カミ コ つ� ら 第113号 (8) 

み

か

ん

秋
肥
の
施
問

秋
肥
は
、

一
年
間
果
実
を
大
き
く

育
て
て
く
れ
た
お
礼
肥
で
あ
る
と
と

も
に
、
来
年
一
年
間
の
生
育
の
元
肥

で
も
あ
り
、
非
常
に
大
切
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
施
用
時
期
や
施
用
量
に

つ
い
て
も
必
ず
指
導
方
針
を
守
り
、

実
行
し
て
く
だ
さ
い
。 

y

J

当
り
凹 

程
度
、

ソ
八
鈴
、

リ
ン
サ
ン
六
設
、
カ
リ
七
鈴
程
度
と

し
て
く
だ
さ

い
。

(
か
つ
ら
み
か
ん
配
合
を
用
い
る
場

ムロ
は
四 
1
五
袋
程
度

収
穫
前
の
裳
剤
徴
布

着
色
促
進
効
果
と
貯
蔵
力
増
進
を

ね
ら

っ
て
、
イ
オ
ウ
剤
の
散
布
を
二

回
は
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い

。

ま
ず
、
第
一
回
目
は
十
月
下
旬
か

ら
今
月
上
旬
、
第
二
回
目
は
第

一
回

散
布
後
十
臼
の
間
隔
を
あ
け
て
、
い

ず
れ
も
イ
オ
ウ
合
剤
の
百
倍
液
を
散


布
し
て
く
だ
さ
い

。


ダ
ニ
類
発
生
闘
で
は
、
ォ 
7

イ
ト


水
和
剤
七
百
五
十
倍
液
を
散
布
し
て


く
だ
さ
い

。 

l


貯
蔵
果
の
腐
敗
予
防
に
は
、
ト

プ
ジ
ン 

三
千
倍
か
ベ
ン
レ 

ト
六 y

千
倍
液
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い

。 

※

前
記
殺
ダ
ニ
剤
、
腐
敗
予
防
剤

ャ
を
十
円

は
い
ず
れ
も
イ
オ
ウ
合
削
と
の
混
用

が
可
能
で
す
。
第

一
回
目
を
殺
ダ
ユ

あ
た
り
二
1
三
忽
施
用
し

l

剤
と
、
第
二
回
目
を
腐
敗
予
防
剤
と

悦
用
散
布
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
。

普
通
温
州
み
か
ん
の
収
種
と
貯
蔵

収

櫨

慣

・
収
慢
開
始
時
期
は
、

一
応
七
分
着

色
以
上
で
あ
れ
ば
長
期
貯
蔵
に
も
支

障
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

-
最
近
特
に
人
手
不
足
と
作
業
員
の

老
紛
化
が
目
立
ち
、
ま
た
大
笠
作
の

た
め
収
穫
期
間
が
長
期
に
わ
た
り
ま

す
。
こ
の
た
め
「
長
期
貯
蔵
用
果
実

を
優
先
的
に
収
穫
し
、

二
級
品
や
原

料
品
の
収
機
は
あ
と
ま
わ
し
に
し
て

く
だ
さ
い
。 

-
図
主
の
か
た
は
作
業
員 

(特
に
町

外
か
ら
の
か
た 
)
に
果
実
の
損
傷
の

重
大
き
に
つ
い
て
も
十
分
説
明
し
、

理
解
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

V
貯

蔵

V・
本
年
は
出
品
作
の
た
め
、
過
去
の
例


か
ら
み
て
も
基
準
以
上
入
庫
し
が
ち


で
す
。

一
立
方
灯
当
り
の
入
臨
時
一
量
は

必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い

。

L

て
く
だ
さ
い
。(
散
在
樹
て
は
、 

↑
…間

当
り
五
十 
1
七
イ
ゴ
地
用
と
し
ま
す
。)

ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ

ク
リ
ス
マ
ス
出
荷
を
ね
ら
う
栽
培

で
は
、
初
旬
に
ビ
ニ

ー
ル
被
覆
を
完

了
さ
せ
て
く
だ
さ
い

。
苗
が
小
さ
か

っ
た
り
、
定
植
が
お
く
れ
た
ほ
場
は
、

今
月
末
か
ら
十
二
月
初
旬
に
、
ビ
ニ

ー
ル
か
け
を
す
る
の
が
安
全
で
多
収

と
な
り
ま
す
。

み
か
ん
の
収
機
と
作
業
が
重
な
り

ま
す
が
、
二
月

・
三
月
の
な
り
づ
か

れ
を
防
く
た
め
、
摘
芽

・
摘
花 
(果 
)

は
き
ち
ん
と
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

毎
年
一
部
で
問
題
と
な
る
ウ
ド
ン

コ
病
も
、
今
月
中
に
防
除
を
終
、
え
た

い
も
の
で
す
。

開
花
期
か
ら
は
、
少
祉
づ
っ
迫
犯

を
行
な

い
、
ヒ
ニ
|
ル
か
け
後
の
か

ん
水
不
足
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い

。

つないで下さい一 周;� 

1 1月 フ 日(水� f2.J) 買〈� 
1 1月引日休) (L't( .i 

ど、げ〈ィァえ

秋
の
名
残
り

炊
き 
ζ

み
こ
飯

ぎ
ん
な
ん
、
き
の
こ
、
さ
つ
ま

芋
、
と
り
、
か
に
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
使
っ
た
炊
き
こ
み
ご
飯
を
、
秋

の
名
践
に
献
立
に
加
、
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

炊
き
こ
み

ご
飯
の
昧

つ
け
は
、

好
み
も
あ
り
ま
す
が
、

一
般
に
は
、

く
り
・

芋

・
豆
な
ど
の
で
ん
ぷ
ん

食
の
も
の
や
自
身
魚
を
使
っ
た
も

の
、
来
め
し
、
ぎ
ん
な
ん
な
ど
に

は
海
味
が
あ

い
ま
す
。

し
よ
う
ゆ
の
昧
や
香
り
を
き
か

せ
る
も
の
に
は
か
や
く
ご
飯
、
た

け
の

こ、

ご
ぼ
う
な
ど
の
恨
茎
類
、

ふ
き
め
し
な
ど
。
し
め
じ
、
し
い

た
け
な
と
め
ざ
の
こ
類
や
貝
類
は
、

香
り
と
色
づ
け
て
い
ど
に
し
よ
う

ゆ
を
入
れ
、
あ
と
は
塩
味
で
整
え

た
方
が
材
料
の
持
ち
味
が
生
か
さ

れ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
野
菜
や
乾

物
が
主
に
な
る
も
の
は
鶏
肉
や
油

防
げ
を
入
れ
る
と
味
が
引
き
た
ち

ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
ご
飯
は
茶

わ
ん
に
盛
り
つ
け
る
も
の
と
き
め

な
い
て
、
器
を
か
え
て
み
た
り
、

小
さ
な
む
す
び
に
し
て
み
て
も
風

情
が
あ
り
ま
す
。

収
機
の
あ
る
閣
で
は
チ 

一飼い犬は必ず 不〉

小犬� 100円 じ 、 日� 

一
立
万
メ
ー
ト
ル
当
り
の
入
庫
量

長
期
貯
蔵
用
果
実

短
期
貯
蔵
用
果
実

一O
O同

八

O
同

成犬�  300円

う

め

¥J  

\~ 

果
実
収
後
時
に
、
ヤ
ニ
の
出
て
い

る
果
実
の
あ
っ
た
木
で
は
、
ホ
ン

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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あ
り
が
と
う

こ
さ
い
ま
し
た

』、¥
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¥
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泉
原
熊
夫
さ
ん
(
横

杉
本
良
信
さ
ん
(
坂
�
 本 i粕

(
洗
濯

・
乾
燥
綜
)

武

田

章

一
さ
ん
�
 (与
川
内
)
�
 

(中
古
自
転
車
)

以
上
が
、
町
善
意
銀
行
に
寄
せ
ら

れ
た
も
の
で
す
。
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
坂
本
小
学
校
に
は
、
松
本

良
信
さ
ん
(
坂
本
)
か
ら
教
材
費
に
充

て
て
ほ
し
い
と
五
万
円
が
届
け
ら
れ

ま
し
た
。
早
速
、
有
効
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〉

横

句

-v



お
誕
生
お
め
で
と
う

成
田
好
夫

津
野
繁
雄

湯
浅
芳
洋

奥
口
喜
久
一

稲

岡

武

尾
山
緊
次

花
房
伸
二

山

村

治

吉
田
一

郎

久

保

博

前
回
晃
司

岡
本
俊
雄

平
間
由
紀
夫

前
回
昭
博

神
原
晋
吾

山
口
和
紀
室

新
居
崇
弘

石
田
義
夫

ご
結
婚
お
め
で
と
う

誰
が
植
え
し
鶏
一政
憩
い
の
家
飾
る

瀬

佐

木

組

丘

�

 ……
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香
典
返
し
に
か
え
て
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棚
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退
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え
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中
瀬
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・
そ
の
他

市
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千
代
野
さ
ん
�
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穏
台
澄
江
さ
ん
(
棚

お
年
玉
っ
き

年
賀
は
が
き
を
発
売

昭
和
五
十
五
年
新


年
用
お
年
玉
っ
き
年


賀
は
が
き
を
十
一
月


五
日
(
月
)
か
ら
発
売


し
ま
す
。


発
売
に
当
た
っ
て


は
、
今
年
も
一
人
当


り
の
枚
数
制
限
は
し


ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
お
買
い
求
め


く
だ
さ
い
。
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神
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か
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秋
の
陽
が
股
し
一
�
 

生横坂中中棚黒横棚沼今生生星坂持ト坂生
名瀬本山角野岩瀬野江山名名谷本谷本名

一
渓
谷
の
底
右
ま
で
も
秋
は
澄
む
�
 

聖子園 

混
ま
な
い
う
ち
に

本

日

浦

翠

峰

坂

本

橋

良

伴

二

出
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
も
お
し
迫
る
と
何
か
と
忙
し

く
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
年
賀
は

が
き
を
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
、
十

二
月
十
五
日
の
引
受
開
始
日
に
は
出

せ
る
よ
う
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

摘
果
終
ゆ
蜜
柑
矧
に
タ
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与
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義
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沼
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秋
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来
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み
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辞
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江

小

室

五

月
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与
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水

口

湖

舟

早
稲
刈
り
て
明
日
を
迎
え
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祭
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一
木
犀
の
匂
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え
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バ
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速
ゆ
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今
年
も
年
'
賀
状
を
準
備
す
る
時
期

に
な
り
ま
し
た
。

今
年
お
世
話
に
な
っ
た
か
た
や
、

友
人
、
知
人
な
ど
へ
ぜ
ひ
年
賀
状
を

、

長長長長長長長長長長長三長長二長長二
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乳児健康診断�  
l

.
六
歳 

十
三
歳
未
満

が
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
、
予
防
接
績

を
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

*
対
象
者

三
歳
以
上
の
人

本

料

金

*
接
種
で
き
な
い
人

ヲ伶※ 母子手帳，印鑑をこ持参く

アニ'さ L、。

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

・
三
歳

-
発
熱
し
て
い
る
者

・
心
臓
病

・
肝
臓
病
な
ど
の
活
動

期
に
あ
る
者 

-
そ
の
他
医
師
が
不
適
当
と
認
め

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

-
十
三
歳
以
上

た
者

予

防

接

種

l

宮
町
弘
電
電


六

歳

未

満

二

百

円

*と	 き 11月 2日(金)

午後 1時30分� -3時

*ところ 	 勝浦病院

*該当者 	 昭和54年� 7月 1日か

ら 9月30日までに生

まれた子。

母子手l阪をご持参ください。

二
百
五
十
円

三
百
五
十
円

インフル工ンザ予防援種目程表※ 

月 日 日程日 時 間 場 所� 

11月 l日 木 午後 1 : 30-3 : 00 坂本小学校�  

9日 金 午後 1 : 30-3 : 00 勝浦農協�  

13日 火 午後 2 : 00-3 : 30 沼江保育所�  

14日 水 午後 2 : 00-3 : 30 生比奈農協�  

15日 木 午後 1 : 30-3 : 00 生名センター�  

22日 木 午後 1 : 30-3 : 00 福祉センター

三種混合予防接種� 

'----
*と	 き 11月 8日(木)

午後�  l時30分 -3時

*ところ 	 福祉センター

百日咳・ジフテリア・破傷風 ヲ毎� 

*
* 

ヲ伶*該当者 個人あてに通知しま

す。� 

健康診査� 

I歳� 6か月児は. 基本的な行

動機能 が確立する時期です。心

身障害の発生を防止するために，

該当者 は必ず受けてください。

*とき 	  11月16日(金)

寒
さ
近
づ
く

今
か
ら
体
を

き
た
え
て
お
き
ま

ーし，
 

，、
A

q
J1歳� 6か月児

休平
日日

ヲ伶

ヲ伶� 

*
*
*
* 

，々

* 
療
所

11 
月� 

29 27 ③ @ 1715 ③21 19 17 '15 13 ⑪ 9 
日 日日日 日 日 B 日日 巴 臼 日 日日 日

山

勝

勝 湯 勝勝湯 勝 山 赤勝 聖母 よ赤 上上
勝

勝
浅浦 第 西浅 岩 湾第 浦浦 岩 湾 湾 西

o八hシ 医医 病 医罪宅 病医 医� 病 医病 病
療

療

院 院 院院 院 院 院 院 所院 院 院 所院

夜
間
毅
急
当
番
表

¥ー *ところ 

午後 1時30分一�  311寺

勝浦病院

*該当者 昭和53年� 3月� i日か

ら 5月31日ま でに生

まれた子・。� 

※ 	 問診察，母子乎帳ご持参〈

た'さし、。

午
後
七
時
1
狸
日
午
前
九
時 

午
後
六
時 

日
午
前
九
時

i
m
I

置 

電
電


L'uuuuU

高血圧学級の開催 1 
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
専
門
家
の
先
生

病
で
死
亡
し
た
り
、
半

身
麻
痩
に
な
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

脳
卒
中
は
、
血
圧
の
管

理
と
食
生
活
に
注
意
す

る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る

程
度
予
防
す
る
こ
と
が

か
ら
六
十
九
歳
ま
で
の

人
が
、
脳
卒
中
・
心
臓

最
近
、
特
に
四
十
歳

に
わ
か
り
や
す
く
話
し
て
い
た
だ
き
、

実
習
す
る
学
級
で
す
。
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

※

当

日

血

圧
測
定
を
行
い
ま
す
。

*

日

時	

十
一
月
五
日
(
月
)

午
前
九
時
1
午
後
一
時

*
と
こ
ろ	

福
祉
セ
ン
タ
ー

*

内

容	

「
脳
卒
中
の
予
防
に
つ

い
て
」

小
松
島
保
健
所
長

磯
田
先
生

栄
養
指
導

小
松
島
保
健
所
栄
養
士

湯
村
先
生

な
お
、
高
血
圧
食
を
調
理
笑
習
し
、

試
食
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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